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自動車整備士3級 国家試験対策問題
解答・解説 

 

本問題は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、
公社東京都専修学校各種学校協会が実施した。

令和 3年度「専修学校留学生の学びの支援推進事業」の成果物です。
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問題１　ピストン・リング

ピストン・リングのオイル・リングとして適切なものは次のうちどれか。

(1） プレーン型

(2） テーパ・フェース型

(3） 組み合わせ型 スペーサ・エキスパンダ付き

(4） バレル・フェース型

ピストン・リングの種類を下図にそれぞれの特徴を表1に示します。

したがって， (1)， （２），(4) はコンプレッション・リングとして使われます。

4つのうちの「スペーサ・エキスパンダ付きピストン・リング」だけがオイル・リング

として用いられています。

解説
かいせつ

解答は、（3）組み合わせ型がオイル・リング
かいとう　　　　　　　　　く　　　あ　　　　 がた

プレーン型

バレル・フェース型

テーバ・フェース型

インナ・ベベル型

アンダ・カット型

テーバ・アンダ・カット型

　　　　　　  がた

　　　　　　 　　　　　　　 がた

　　　　　　　　　　　　　   がた

　　　　　　  　　　　　   がた

　　　　　　 　　　　　 がた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   がた

●コンプレッション・リングの種類●
　　　　　　　　　　　　　　　　             　　  しゅるい

く　　　あ　　　　　がた

つ

コンプレッション・リング

オイル・リング

次のページに続きます！
つぎ　　　　　　　　　　つづ

もんだい　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てきせつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 がた

　　　　　　　　　　　　　　く　　　あ　　　　 がた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がた

　　　　　　　　　　　　　　　　  しゅるい　　  したず　　　　　　　　　　　　とくちょう　　ひょう　　　  しる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   つか

                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　

　　　　　 もち

1

サイド・レール

スペーサ・エキスパンダ

組み合わせ型オイル・リング
（スペーサ・エキスパンダ付きオイル・リング）



プレーン型

バレル・フェース型

テーバ・フェース型

インナ・ベベル型

アンダ・カット型

テーバ・アンダ・カット型

組み合わせ型

コンプレッション・リング

基本的な形状で，気密性，熱伝導性が優れている。

しゅう動面が円弧状になっているため，初期なじみの際の

異常摩耗を防止できる

コンプレッション・リング

しゅう動面がテーパ状になっているため，シリンダ壁には

線接触となってなじみやすく， オイルをかき落とす性能が

よく，気密性に優れている。

コンプレッション・リング

気密性に優れ，また，オイルをかき落とす性能に優れている。

コンプレッション・リング

オイル上がりを防ぐと共にオイルをかき落とす効果が優れている。

オイル・リング

オイル・リングは，シリンダ壁を潤滑した余分なオイルをかき落

とす役目をしています。スペーサ・エキスパンダは，オイルの

逃がし部の面積を大きくして，カーボンなどの堆積によるオイルの

かき落とし不良を防止します。

セカンド・リングに使用

セカンド・リングに使用

オイル・リングに使用

※オイル・リングのすぐ上に

取り付けられることが多い

セカンド・リングに使用

　　　　　　　　  がた

　　　　　　 　　　　　　　　　　 がた

ピストンリングの特徴

トップ・リングに使用

トップ・リング又は

セカンド・リングに使用

がた

がた

きほんてき　　けいじょう　　きみつせい　　ねつでんどうせい　すぐ

しよう

しよう

しよう

しよう

しよう

しよう

うえ

と　　　つ　　　　　　　　　　　　  おお

また

　　　　　どうめん　　えんこじょう　　　　　　　　　　　　　　　しょき　　　　　　　　さい

いじょうまもう　　ぼうし

　　　　　どうめん　　　　　　　じょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へき

せんせっしょく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　せいのう

　　　　きみつせい　　　すぐ

 きみつせい　　すぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　せいのう　　すぐ

　　　　　　あ　　　　　ふせ　　　 とも　　　　　　　　　　　　　お　　　　こうか　　  すぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へき　　じゅんかつ　　   よぶん　　　　　　　　　　　　　お

　　　　やくめ　　　　　　　

 の　　　　ぶ　　 めんせき　　おお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいせき

　　　  お　　　　ふりょう　　ぼうし

がた

がた

く　　　  あ　　　　　 がた

めいしょう

名　称
とくちょう

特　徴
しようれい

使用例

2

1

2

3

4

5

6
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問題２　コンロッド及びコンロッド・ベアリング

コンロッド及びコンロッド・べアリングに関する記述として不適切なものは次のうちどれか。

(1） コンロッドはピストンの往復運動をクランクシャフトの回転運動に変える働きをする。

(2） コンロッドの断面形状は I 又は H 字形に鍛造されている。

(3） コンロッドの小端部はコンロッド・べアリングを介してクランク・ピンに 連結している。

(4） コンロッド・べアリングのインサート式のトリメタルには銅と鉛の合金の表面にすず

　   と鉛の合金めっき又は鉛とインジウムの合金 めっきが施されている。

(1）　コンロッドはピストンとクランクシャフトを連結しピストンの往復運動をクランク　

　　  シャフトの回転運動に変える役目をしています。

(2）　コンロッドにはエンジン作動中に大きな繰り返しの衝撃力が高速度で加わるので，

　　  これに耐える材料として「特殊鋼」が用いられ，軽量化のため「I 又は H字型に鍛

　　  造」されたものが用いられています。

(3）　コンロッドの小端部は，ピストン・ピンを介してピストンに，コンロッドの大端部は，

　　  コンロッド・べアリングを介してクランク・ピンに連結されています。

解説
かいせつ

解答は、（3）コンロッド大端部が連結
かいとう　　　　　　　　　　　　　　　  　　たいたんぶ　　　れんけつ

もんだい   　　　　　　　　　　　  　　およ

　　　　　　　　　　　　　　　　 　 およ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かん　　　　きじゅつ　　　　　　  ふてきせつ　　　　　　　　つぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おうふくうんどう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいてんうんどう　 　か　　　　はたら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  だんめんけいじょう　　　　また　　　　　じがた　　　たんぞう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうたんぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　 れんけつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   どう　 なまり　   ごうきん　　ひょうめん

　　　　　　　　　　　　　　　なまり　　ごうきん　　　　　また　　なまり　　　　　　　　　　　　　ごうきん　　　　　　　 ほどこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 れんけつ　　　　　　　　　　　おうふくうんどう

　　　　　　　　　かいてんうんどう　　　か　　　　やくめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さどうちゅう　　おお　　　　く　　かえ　　　　しょうげきりょく　　こうそくど　　  くわ

　　　　　　た　　　　　ざいりょう　　　　　　とくしゅこう　　　もち　　　　　　　けいりょうか　　　　　　　　　また　　　　　じがた　　　たん

ぞう　　　　　　　　　　　　　もち

　　　　　　　　　　　　しょうたんぶ　　　　　　　　　　　　　　　　  かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいたんぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れんけつ
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問題3　クランクシャフトの曲がりの点検

クランクシャフトの曲がりの点検に関する次の文章の (　　 )に当てはまるものとして、

適切なものはどれか。

クランクシャフトの曲がりの値は、クランクシャフトの振れの値の ( 　　)であり、

限度を超えたものは交換する。

(1） 1/4

(2） １/２

(3） 2 倍

(4） 4倍

クランクシャフトの曲がりの測定はクランクシャフトを定盤上のVブロックで支え中央

ジャーナル部に下図のようにダイヤル・ゲージを当て 振れを測定します。クランクシャ

フトの曲がりの値は、ダイヤル・ゲージの指針 クランクシャフトの振れの 1/2 となりま

す。

解説
かいせつ

解答は、（2）ダイヤル・ゲージの指針の振れ幅の１／２が曲がり
かいとう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ししん　　　ふ　　　はば　　　　　　　　　 ま

もんだい        　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　 ま　　　　　　 てんけん

　　　　　　 　　　　　　　　　  ま　　　　  　 てんけん　 かん　　　　つぎ　 ぶんしょう　　　　　　　　　　  あ

てきせつ

                           　　　　　　   ま　　　　　  あたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　あたい　

げんど　　　 こ　　　　　　　　　　こうかん

　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　そくてい　　　　　　　　　　　　　　　　　  じょうばんじょう　　　　　　　　　　　　   ささ　　ちゅうおう

　　　　　　　　　ぶ　　　 したず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  あ　　　　ふ　　　　 そくてい

　　　　　 ま　　　　　　 あたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ししん　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

4

ふ

振れ

ま

ばい

ばい

曲がり

ダイヤル・ゲージ

クランクシャフト



問題4　フライホイール及びリング・ギヤ

リング・ギヤのフライホイールへの取り付け方法は次のうちどれか。

(1） ボルト締め

(2） 溶接

(3） 焼きばめ

(4） ピン又はキーによるかん合

リング・ギヤは，工ンジンを始動するときにスタータのピニオンとかみ合い，スタータの

回転をフライホイールに伝えるもので，一般に炭素鋼製のスパー・ギヤが用いられフラ

イホイールの外周に「焼きばめ」されています。

「焼きばめ」は熱膨張を利用して外部の部品（リング・ギヤ）の内径を広げておき これに

内部の部品（フライホイール）をはめ込み，常温に戻して外部部品を収縮させ両方を結

合させる手法です。

解説
かいせつ

解答は、（3）フライホイールに焼きばめ
かいとう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 や

　　　　　　　し

　ようせつ

　 や

　　　　 また　　　　　　　　　　　　　　　  ごう

もんだい  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 およ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  と　　 つ　　　ほうほう　　つぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しどう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ

かいてん　　　　　　　　　　　　　　　　　つた　　　　　　　　　　いっぱん   　たんそこうせい　　　　　　　　　　　　　　　　もち

　　　　　　　　　　　がいしゅう　　　や

　や　　　　　　　　　ねつぼうちょう　　りよう　　　　　がいぶ　　　ぶひん　　　　　　　　　　　　　　　　ないけい　　ひろ

ないぶ　　　ぶひん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　じょうおん　もど　　　　がいぶぶひん　　　　しゅうしゅく　　　りょうほう　　けつ

ごう　　　　　しゅほう

5
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問題5　ガソリンの性状

ガソリンの性状に関する記述として，不適切なものは次のうちどれか。

(1） 無色透明 (製品はオレンジ系に着色 )で特異の臭気がある。

(2） 完全燃焼すると炭酸ガスと水を発生する。

(3） 一般に比重は，約1.2 ～ 2.0で，引火点は約－200℃ ～－250℃である。

(4） 主成分は炭化水素である。

ガソリンは，無色透明 (製品はオレンジ系に着色 )で特異の臭気があり，揮発性に富み，

主成分は炭化水素 (HO)です。空気中で点火すると炎を上げてよく燃焼し，完全燃焼す

ると炭酸ガス (C02)と水 (H20)を発生します。一般に比重は，約0.72 ～ ０.７７であ

り，引火点は －３５℃～－４６℃ です。

解説
かいせつ

解答は、（3）比重は約0.72～0.77、引火点は－35℃～－46℃
かいとう　　　　　　　　　ひじゅう　　やく　　　　　　　　　　　　　　　　いんかてん

　むしょくとうめい　　　せいひん　　　　　　　　　けい　　ちゃくしょく　　　　とくい　　 しゅうき

　かんぜんねんしょう　　　　　たんさん　　　　　 みず　　はっせい

　いっぱん　　ひじゅう　　　やく　　　　　　　　　　　　　　 　いんかてん　　 やく

　しゅせいぶん　  　　たんかすいそ　　

　　　　　　　　　   むしょくとうめい　　せいひん　　　　　　　　　 けい　  ちゃくしょく　　　 とくい　　　しゅうき　　　　　　　　きはつせい　　 と

しゅせいぶん　　たんかすいそ　　　　　　　　　　　　  くうきちゅう　　　てんか　　　　　　ほのお　  あ　　　　　　　　ねんしょう　　かんぜんねんしょう

　　　たんさん　　　　　　　　　　　　  みず　　　　　　　　　　  はっせい　　　　　　  いっぱん　　ひじゅう　　　やく

　　　　いんかてん

もんだい  　　　　　　　　　　　  　　　せいじょう

　　　　　　　　 せいじょう　  かん　　　　 きじゅつ　　　　　　ふてきせつ　　　　　　　　つぎ
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問題6　燃料 (引火点と発火点 )

燃焼又は燃料の発火点及び引火点に関する記述として，不適切なものは次のうちどれか。

(1） 発火点が高い燃料ほど燃えやすい。  

(2） 石油が燃えるときに炎を出すのは，石油の蒸発ガスが燃えるためで，

　　　これを蒸発燃焼という。

(3） 引火点とは，燃料の温度を上げていき，炎を近づけたときに燃え始める

　　　最低温度をいう。

(4） 発火点とは，燃料の温度を上げていき，炎を近付けなくても自ら発火する

　　　最低温度をいう。

石油が燃えるときに炎を出すのは，石油の蒸発ガスが燃えるためで，これを蒸発燃焼と

いいます。

燃料の温度を上げて，炎を近付けると燃え始めますが，このときの最低温度が，引火点

です。また，燃料の温度を上げていくと，外部から炎を近付けなくても自然発火します。

この自然発火する時の最低温度を発火点といい，発火点が低い燃料ほど燃えやすくなり

ます。

解説
かいせつ

解答は、（1）発火点が高いと燃えにくい（高温で燃焼）
かいとう　　　　　　　　　はっかてん　　　たか　　　　も　　　　　　　　　　こうおん　　ねんしょう

せきゆ　　　 も　　　　　　　　　 ほのお　  だ　　　　　　　   せきゆ　　　じょうはつ　　　　    も　　　　　　　　　　　　　　　　　じょうはつねんしょう

ねんりょう　　おんど　　　あ　　　　　ほのお　　ちかづ　　　　　　も　　　はじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいていおんど　　　　　いんかてん

　　　　　　　　　　ねんりょう　　おんど　　 あ　　　　　　　　　　　 がいぶ　　　　ほのお　　ちかづ　　　　　　　　　　しぜんはっか

　　　　しぜんはっか　　　　　　とき　　さいていおんど　　　はっかてん　　　　　　　　　はっかてん　　ひく　　 ねんりょう　　　　も

　はっかてん　　　たか　　ねんりょう　　　　も

　せきゆ　　　も　　　　　　　　　 ほのお　　だ　　　　　　　　せきゆ　　　じょうはつ　　　　　も

　　　　　　　じょうはつねんしょう

　いんかてん　　　　　　ねんりょう　　おんど　　　あ　　　　　　　　 ほのお　 ちか　　　　　　　　　　　　も　　 はじ

　　さいていおんど

　はっかてん　　　　　　ねんりょう　　おんど　　　あ　　　　　　　　　ほのお　　ちかづ　　　　　　　　　みずか　 はっか

　　さいていおんど

もんだい  　　　　ねんりょう　　　いんかてん　　　　　はっかてん

ねんしょうまた　ねんりょう　  はっかてんおよ　　   いんかてん　　かん　　　　きじゅつ　　　　　　ふてきせつ
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問題7　エンジン・オイル

工ンジン・オイルに関する記述として，不適切なものは次のうちどれか。

(1） SAE ２０WとSAE ２０では， SAE ２０の方がより低い気温で使用できる。

(2） SAE １０Wのエンジン・オイルは，シングル・グレード・オイルである。

(3） 粘度指数の大きいオイルほど温度による粘度変化の度合が少ない。

(4） オイルの粘度が高過ぎると粘性抵抗が大きくなり，動力損失が増大する。

工ンジン・オイルは，原油から精製した粘性のある鉱物油で，酸化安定性，耐腐食性，清浄性，油性

(油膜を強くする等) ，泡立ち防止等の総合性能を持たせるため，各種の添加剤が加えられています。

工ンジンには，シリンダとピストンのような摺動面や軸受など，多くの摺動箇所があります。これらの

摺動箇所を円滑に作動させ，エンジンの性能を十分に発揮させるためにエンジン・オイルが用いら

れています。

(1） 「SAE粘度分類」とは，オイルの粘度によるの分類で， SAE粘度番号の大きいものほど粘

　　　 度が高いことを示します。図にSAE番号と使用可能温度を示します。

　　　 SAE番号に付いている「W」は冬季用又は寒冷地用を意味するものです。自動車の使用条件

　　　 により必要とされるオイル粘度は異なります，使用条件に合わせた適切なエンジン・オイル

　　　 を使用しなければなりません。

(2） オイルには，「シング・グレード・オイル」と「マルチ・グレード・オイル」との2タイプがあ

　　　 ります。シングル・グレード・オイルにはSAE１０Wなどがあり，外気温度 (季節 )により使

　　　 い分けが必要なオイルです。マルチ・グレード・オイルにはSAE１０Wー30などがあり，

　　　 これは低温始動時にはSAE１０Wの性能を持ち，高温時にはSAE30の性能を備えたオイ

　　　 ルで，広範囲な使用条件に適したオール・シーズン・オイルです。

(3） オイルの粘度は，温度により著しく変わるため，この温度と粘度変化度合いを数値で示した

　　　 ものが「粘度指数」です。粘度指数の大きなものほど温度による粘度変化度合いが少ない，粘

　　　 度が安定したオイルとなります。

解説
かいせつ

解答は、(1）SAE ２０WとSAE ２０では， SAE ２０の方がより
低い気温で使用できる。

かいとう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほう

ひく　　きおん　　　しよう

SAE 10 WSAE 10 W

SAE 20 WSAE 20 W

SAE 30 WSAE 30 W

SAE 40 WSAE 40 W

SAE 10 W-30SAE 10 W-30

SAE 20 W-40SAE 20 W-40

-20 -10 0 10 20 30 40 外気温（℃）

シングル・グレード・オイル

マルチ・グレード・オイル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんゆ　　　　　せいせい　　　ねんせい　　　　　　こうぶつゆ　　　　　さんかあんていせい　　たいふしょくせい　せいじょうせい　ゆせい

　　ゆまく　　つよ　　　　　 など　　　  あわだ　　　　ぼうしなど　　 そうごうせいのう   　　も　　　　　　　　　　　 かくしゅ　　　てんかざい　　くわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうどうめん　　じくうけ　　　　　おお　　　しゅうどうかしょ　　

しゅうどうかしょ　　　えんかつ　　  さどう　　　　　　　　　　　　　　　せいのう　　じゅうぶん　　はっき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もち

　　　　　　　　　　　　　ねんどぶんるい　　　　　　　　　　　　　　ねんど　　　　　　　　　ぶんるい　　　　　　　　　ねんどばんごう　　　おお　　　　　　　　　　　ねん

　　　　　　   ど  　　たか　　　 　　　　しめ　　　　　　　ず　　　　　　　　ばんごう　　　　しようかのうおんど　　　 しめ

　　　　　　　　　　　　ばんごう　　つ　　　　　　　　　　　　　　とうきよう　　また　　　かんれいちよう　　　いみ　　　　　　　　　　　　　　　じどうしゃ　　　しようじょうけん

　　　　　　　　　　　　ひつよう　　　　　　　　　　　　　　ねんど　　 こと　　　　　　　　　しようじょうけん　　　あ　　　　　　　てきせつ

　　　　　　　　　しよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がいきおんど　 　　きせつ　　　　　　　　つか

　　　　　　　　　わ　　　　　ひつよう　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ていおんしどうじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいのう　　も　　　　　こうおんじ　　　　　　　　　　　　　　　せいのう　　そな

　　　　　　　　　　　　こうはんい　　　しようじょうけん　　　てき　　

　　　　　　　　　　　　　　ねんど　　　　　おんど　　　　　いちじ　　　　か　　　　　　　　　　　　　おんど　　　ねんどへんかどあ　　　　　　　すうち　　　しめ

　　　　　　　　　　　　　　　ねんどしすう　　　　　　　　ねんどしすう　　　おお　　　　　　　　　　　　おんど　　　　　　　ねんどへんかどあ　　　　　　　すく　　　　　 ねん

　　　　　　　ど　　　あんてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほう　　　　　  ひく　　  きおん　　　しよう

　

　　ねんどしすう　　　 おお　　　　　　　　　　　　　　おんど　　　　　　 ねんどへんか　　　　どあい　　　すく

　　　　　　　　　ねんど　　　たかす　　　　　　 ねんせいていこう　　おお　　　　　　　　 どうりょくそんしつ　　ぞうだい

もんだい  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　  かん　　　 きじゅつ　　　　　　　ふてきせつ　　　　　　　 つぎ
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問題8　シンクロメッシュ機構 (部品名称 )

図に示すキー式シンクロメッシュ機構のAの部品名称として，適切なものは次のうちどれか。

(1） シンクロナイザ・ハブ

(2） スリーブ

(3） シンクロナイザ・リング

(4） シンクロナイザ・キー

下図は，トランスミッションのシンクロメッシュ部分の主な構成部品である。

図から分かるように図のAはシンクロナイザ・リングである。

シンクロナイザ・ハブは，スプラインによってメーン・シャフトにかん合し，プロペラ・シャフトに動

力を伝達する。

スリーブは，スプラインによってシンクロナイザ・ハブ外周にかん合しており, スリーブの外周には

シフト・フォークがはまる溝が切られ，シフト・レバーの操作によって，メーン・シャフトの軸方向に

移動し，ギヤとかみ合う。

シンクロナイザ・リングは，メーン・シャフト上を空転するようになっている各ギヤのコーン部に当たっ

て，クラッチ作用を行う役目をするため，内周には油切りと面圧を高めるための溝が設けられている。

このシンクロナイザ・リングの内周の溝が摩耗すると，面圧が高められなくなるためクラッチ作用が

悪くなり，変速時にギヤが入りにくくなったり，ギヤ鳴りの原因となる。

シンクロナイザ・キーは，シンクロナイザ・ハブの外周にある3個の溝の中をメーン・シャフトの

軸方向に移動し，その端面でシンクロナイザ・リングを押す役目をする。

このシンクロナイザ・キーの突起部が摩耗すると，スリーブとの結合が不十分となり，変速時にシン

クロナイザ・キーによってシンクロナイザ・リングを押す力が弱くなるので，同期作用が悪くなり，変

速時にギヤが入りにくくなったり ，ギヤ鳴りの原因となる。

キー・スプリングは，シンクロナイザ・キーをスリーブに押し付ける役目をしている。

このキー・スプリングが衰損すると，シンクロナイザ・キーとスリーブとの結合が不十分となって同

期作用が悪くなり，変速時にギヤが入りにくくなったり，ギヤ鳴りの原因となる。

解説
かいせつ

解答は、（3）シンクロナイザ･リング
かいとう　　　　　　　　　　　　　　　　　

！ビデオ解説！
　かず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶぶん　　　おも　　　こうせいぶひん

  ず　　　　　わ　　　　　　　　　　ず　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どう

りょく　　でんたつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がいしゅう　　　　　  ごう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がいしゅう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みぞ　　 き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  そうさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じくほうこう

いどう　　　　　　　　　　　　　　あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょう　　くうてん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かく　　　　　　　　　　　ぶ　　　 あ

　　　　　　　　　　   さよう　　　おこ　　やくめ　　　　　　　　　　　ないしゅう　　　　ゆき　　　　　 めんあつ　 たか　　　　　　　　　  みぞ　　もう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないしゅう　みぞ　　  まもう　　　　　　　　めんあつ　たか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　さよう

わる　　　　　　　へんそくじ　　　　　　　　　はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　げんいん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がいしゅう　　　　　　　こ　　　 みぞ　　なか

じくほうこう　　　いどう　　　　　　　　たんめん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　やくめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とっきぶ　　　　まもう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けつごう　　　ふじゅうぶん　　　　　　へんそくじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　ちから　よわ　　　　　　　　　　　　　どうきさよう　　わる　　　　　　へん

そくじ　　　　　　　　　はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　げんいん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　 つ　　　　  やくめ　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいそん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けつごう　　　ふじゅうぶん　　　　　　　どう

　きさよう　　　わる　　　　　　　　へんそくじ　　　　　　　　はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　げんいん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もんだい  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 　　きこう　　　　　ぶひんめいしょう

 ず　　 しめ　　　　　　しき　　　　　　　　　　　　　　きこう　　　　　　　ぶひんめいしょう　　　　　　　てきせつ　　　　　　　つぎ

A

9
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問題9　プラネタリ・ギヤ

図に示すプラネタリ・ギヤに関する記述として，不適切なものは次のうちどれか。

(1） Aはインターナル・ギヤで， Bはサン・ギヤである。

(2） Cはプラネタリ・ピニオンで， Dはプラネタリ・キャリヤである。  

(3） 入力をA ，出力をDとしてBを固定した場合， Dの回転は増速される。

(4） 入力をB ，出力をAとしてDを固定した場合， Aの回転はBの回転に対して逆

　　  方向となる。

まず，プラネタリ・ギヤの回転方向と減速・増速を見てみる。 図 1のようにインターナル・ギヤと

プラネタリ・ピニオンは，内歯かみ合いのためギヤの回転は，同じ方向に回転する。また，プラネタリ・

ピニオンとサン・ギヤは , 外歯かみ合いのため，ギヤの回転は逆方向に回転する。

図2は，ギヤの減速・増速を示したもので，入力側のギヤの歯数

に対して，出力側の歯数が多いと出力側の回転速度は減速され，

逆に出力側の歯数が少ないと出力側の回転速度は増速となる。

解説
かいせつ

解答は、（3）A：入力，B固定，D出力で減速
かいとう　　　　　　　　　　　　にゅうりょく　　　 こてい　　　　しゅつりょく　　げんそく　　　　

次のページに続きます！
つぎ　　　　　　　　　　つづ

！ビデオ解説！ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かいてんほうこう　　げんぞく　　ぞうそく　　  み　　　　　　　　ず　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うちば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいてん　　　　おな　　ほうこう　　かいてん　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そとば　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　　　かいてん　　ぎゃくほうこう　　かいてん

  ず　　　　　　　　　　　　 げんそく　　ぞうそく　　しめ　　　　　　　　　　にゅうりょくがわ　　　　　　　　はすう　

　たい　　　　　しゅつりょくがわ　　はすう　　  おお　　     しゅつりょくがわ　　かいてんそくど　　　げんそく

ぎゃく　　しゅつりょくがわ　はすう　　　すく　　　　　しゅつりょくがわ　  かいてんそくど　　　　ぞうそく

　　　　　　　　　

 にゅうりょく　　　　  しゅつりょく　　　　　　　　　　　　　　こてい　　　　　ばあい　　　　　　かいてん　　　ぞうそく

 にゅうりょく　　　　　しゅつりょく　　　　　　　　　　　　　 こてい　　　　　ばあい　　　　　 　かいてん　　　　　　 かいてん　　 たい　　　ぎゃく

　ほうこう

もんだい  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 

 ず　　 しめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かん　　　 きじゅつ　　　　　　　ふてきせつ　　　　　　　　つぎ　

A

B
C

D
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インターナル・ギヤ

《プラネタリ・ギヤのかみ合い》 《ギヤの減速・増速》

プラネタリ・ピニオン

（1）減速 （2）増速
内歯み合い 外歯み合い

入力側
出力側
げんそく

あ

ぞうそく

ぞうそくげんそく

入力側
出力側

サン・ギヤ

図1
ず

図 2
ず

A:インターナル・ギアA:インターナル・ギア

B:サン・ギアB:サン・ギア

C:プラネタリ・ピニオンC:プラネタリ・ピニオン

D:プラネタリ・キャリアD:プラネタリ・キャリア



(1)・(2)プラネタリ・ギヤは、図1のようにA:インターナル・

ギヤ、B: サン・ギヤ、C:プラネタリ・ピニオン、D:プラネタリ・

キャリヤで構成されている。

(3) 例えば、インターナル・ギヤの歯数を (40)、サン・ギヤの

歯数を (20)とすると、みかけ上のプラネタリ・キャリヤの歯

数は、インターナル・ギヤの歯数とサン・ギヤの歯数を加わえ

た60(40十 20)となる。

問題より入力側をAのインターナル・ギヤ (40)、出カ側をD

のプラネタリ・キャリヤ (60)として、Bのサン・ギヤ (20)を

固定した場合、入力側のAの歯数に対して出力側のDの歯数

が多いので、減速回転となり不適切である【図2参照】。

なお，増速回転は図3に示すように，入力側をDのプラネタリ・

キャリヤ (60) , 出力側をAのインターナル・ギヤ (40)とし

た場合，入カ側のプラネタリ・ギヤの歯数より出力側のイン

ターナル・ギヤの歯数が少ないので増速回転となる。

(4)　問題よりDのプラネタリ・キャリヤを固定した場合は，

図4のようにサン・ギヤとインターナル・ギヤは , 外歯かみ

合いになるため , ギヤの回転は，逆方向に回転する。

入力側のBのサン・ギヤ (20) の歯数に対して，出力側のA

のインターナル・ギヤ (40) の歯数が多いので減速となる。

したがって , D のプラネタリ・キャリヤを固定した場合は , A のインターナル・ギヤの回転はBのサン・ギヤの

回転に対し逆回転の減速回転となる。

〇下の表は , < 同方向の減速・増速> <逆回転の減速・増速>をまとめたものです。

　【同方向の減速回転】は ,プラネタリ・キャリヤから出力すれば，常に同方向の減速回転となる。

　【同方向の増速回転】は，プラネタリ・キャリヤから入力すれば，常に同方向の増速回転となる。

　【逆回転】は，プラネタリ・キャリヤを固定した場合，サン・ギヤとインターナル・ギヤの回転は互いに逆回転となる。 

　サン・ギヤから入力すれば，逆回転の減速回転となり，サン・ギヤから出力すれば，逆回転の増速回転となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　ず

　　　

　　　　　　　　  　こうせい

　　　  たと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はすう

  はすう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は

すう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はすう　　　　　　　　　　　　　　　はすう　　　  く

もんだい　　　　にゅうりょくがわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅつりょくがわ

　　　　　

こてい　　　　　ばあい　　 にゅうりょくがわ　　　　　はすう　　　　たい　　 しゅつりょくがわ　　　　　　　はすう

　　おお　　　　　　　げんそくかいてん　　　　　　ふてきせつ　　　　　　　　ず　　　さんしょう

　　　　　ぞうそくかいてん　　  ず　　　　　しめ　　　　　　　　　にゅうりょくがわ

　　　　　　　　　　　　　　しゅつりょくがわ　　

　　ばあい　　にゅうりょくがわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はすう　　　　　しゅつりょくがわ

　　　　　　　　　　　　　　　　はすう　　　すくな　　　　　　　　ぞうそくかいてん　

　　　　　もんだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こてい　　　　　ばあい

　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    そとば

 あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいてんすう　　ぎゃくほうこう　　かいてん

にゅうりょくがわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はすう　　たい　　　　　しゅつりょくがわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はすう　　　おお　　　　　　　げんそく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こてい　　　　   ばあい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいてん

かいてん　　たい　　ぎゃくかいてん　　げんそくかいてん

　　　した　ひょう　　　　　　どうほうこう　　　げんそく　　ぞうそく　　　　　　ぎゃくかいてん　げんそく　　ぞうそく

　　　どうほうこう　　　げんそくかいてん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅつりょく　　　　　　つね　　どうほうこう　　　　げんそくかいてん

　　　どうほうこう　　　ぞうそくかいてん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にゅうりょく　　　　　　つね　　どうほうこう　　　ぞうそくかいてん

　　　ぎゃくかいてん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こてい　　　　ばあい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいてん　　たが　　　　ぎゃくかいてん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゃくかいてん　　げんそくかいてん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅつりょく　　　　　　　ぎゃくかいてん　　ぞうそくかいてん

図2
ず

プラネタリ・キャリア（出力）

減速作用
げんそくさよう

サン・ギア（固定）

インターナル・ギア（入力）

図3
ず

プラネタリ・キャリア（入力）

増速作用
ぞうそくさよう

サン・ギア（固定）

インターナル・ギア（出力）

シフト 入　力
にゅうりょく こてい しゅつりょく そくどかいてんほうこう

固　定 出　力 速　度回転方向

R

D1

D3

D4

サン・ギア 逆転
ぎゃくてん

せいてん

せいてん

せいてん ぞうそく

ちょっけつ

げんそく

げんそく

正転

正転

正転

減速

減速

直結

増速

サン・ギア

サン・ギアプラネタリ・
キャリア

プラネタリ・
キャリア

プラネタリ・
キャリア

プラネタリ・
キャリア

インターナル・
ギア

インターナル・
ギア

インターナル・
ギア

インターナル・
ギア

サン・ギア



問題10  フロント・ホイール・アライメント

図に示す自動車を側面から見たフロント・ホイール・アライメントのうち， 図中のAが示す

ものとして，適切なものは次のうちどれか。

(1) キャスタ

(2) キャンバ角

(3) キャスタ・トレール

(4) キング・ピン傾角

自動車には，直進安定性，ハンドル操作の復元力，操作力の軽減などのために，キャンバ，

キャスタ，キングピン傾角，トーイン・トーアウトなどフロントの車輪に角度を付けて，取

り付けられている。キャスタは，直進安定性や旋回時の復元力などの効果がある。

解説
かいせつ

解答は、（1）図のAの角度をキャスタ
かいとう　　　　　　　　　ず　　　　　　　かくど

！ビデオ解説！
じどうしゃ　　　　　　ちょくしんあんていせい　　　　　　　　そうさ　　　ふくげんりょく　　そうさりょく　　けいげん

　　　　　　　　　　　　　　　　　けいかく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃりん　　かくど　　　　つ　　　　　　と

　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょくしんあんていせい　　せんかいじ　　ふくげんりょく　　　　　　こうか

　　　　　　　　かく

　　　　　　　　　　　　けいかく

もんだい  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　

 ず　　 しめ　　　じどうしゃ　 　そくめん　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すちゅう　　　　　　しめ

　　　　　　　　　　てきせつ　　　　　　　 つぎ

キング・ピン軸中心線

キャスタ・トレール
O M

　鉛直線

A

キング・ピン軸中心線

キャスタ・トレール
O M

　鉛直線

キャスタ
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問題11  キャンバの測定

図に示す左フロント・ホイールに装着したキャンバ・キャスタ・キング・ピン・ゲージに関す

る次の文章の (イ ) ・ (ロ )に当てはまるものとして，下の組み合わせのうち適切なものはど

れか。

　　　(イ）　　　　　

(1） キャスタ目盛り

(2） 水準器　

(3） キャスタ目盛

(4） 水準器

(ロ）

A

A

B

B

問題のキャンバ・キャスタ・キング・ピン・ゲージの目盛りは , Aはキャンバ目盛りで , 

Bはキングピン傾角の目盛りである。

キャンバの測定は，キャンバ・キャスタ・キング・ピン・ゲージ (以下，キャンバ・ゲー

ジという。)を用いて，次の順序で行う。

①. 自動車を直進状態にし，フロント・ホイールにキャンバ・ゲージを下図のように

　　　 取り付ける。この場合，ゲージのセンタ・ロッドの先端をスピンドルの中心に合

　　　 わせ，ゲージをハプに密着させる。

②. ゲージ本体の水準器の気泡を中心に合わせ，次にＡのキャンバ・ゲージの気泡

　　　 の中心の目盛りを読み取る。左右とも同じ要領で点検する。

　　　 尚，キャンバの狂いは，一般に車軸懸架式の車両では，キング・ピンのがたやフ

　　　 ロント・アクスルの曲がり，独立懸架式の車両では，各アームの接続部のがたや

　　　 曲がり，あるいは，サスペンションのスプリングのへたりなどが原因となる。

解説
かいせつ

解答は、（2）水準器を合わせAの目盛り
かいとう　　　　　　　　　すいじゅんき　　あ　　　　　　　　　　めも

！ビデオ解説！ もんだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めも

　　　　　　　　　　　　　　けいかく　　　めも

　　　　　　　　　　そくてい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いか

　　　　　　　　　　　  もち　　　　　つぎ　　じゅんじょ　 おこな

　　　　　　　じどうしゃ　　　　ちょくしんじょうたい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　かず

　　　　　　　 と　　　つ　　　　　　　　　ばあい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんたん　　　　　　　　　　　　　ちゅうしん　　あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みっちゃく

　　　　　　　　　　　　　ほんたい　　すいじゅんき　　きほう　　　ちゅうしん　　あ　　　　　つぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きほう

　　　　　　　　　ちゅうしん　　めも　　　　　よみ　　と　　　　　さゆう　　　　おな　　ようりょう　 てんけん

　　　　　　　なお　　　　　　　　　　くる　　　　　　いっぱん　　　しゃじくけんかしき　　しゃりょう　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　どくりつけんかしき　　　 しゃりょう　    　　かく　　　　　　　　　せつぞくぶ

　　　　　　　 ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんいん

　　　　　　　　  めも

　すいじゅんき

　　　　　　　　 めもり

　すいじゅんき

もんだい  　　　　　　　　　　　　　　　　そくてい

 ず　　 しめ　　ひだり　　　　　　　　　　　　　　　　　そうちゃく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かん

　　つぎ　　　ぶんしょう　　　　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　した　　く　　　あ　　　　　　　　　　てきせつ

キャスタ目盛り

水準器 A
B

キャンバ・キャスタ・キング・ピン・ゲージ

水準器
すいじゅんき めも

キャンバ目盛り
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問題12  真空式制動倍力装置

図に示す真空式制動倍カ装置に関する記述として，　適切なものは次のうちどれか。

(1) パキューム・バルブは，ポペットの先端部とパワー・ピストンのシート部と接した

　　   部分をいう。

(2) 真空式制動倍カ装置は，パワー・ピストン，リアクション機構の二つだけで構成

　　   されている。

(3) 工ア・バルブは，バルブ・プランジャとバルブ・オペレーティング・ロッドに

　　   接した部分をいう。

(4) プレーキ・ペダルを踏まないとき，バキューム・バルブは閉じ，工ア・バルプは

　　   開いている。

真空式制動倍カ装置は，図Aのような構造になっており，圧力差により発生するパワー・

ピストン，工アの流れを切り替えるバルブ機構，ペダルの反カ(踏み応え )を得るリアク

ション機構などから構成されている。問題の図Aはポペッ トを示し，ポペットの先端部に

は，バキューム・バルブと工ア・バルブが同心円状に配置されている。外側のバキューム・

バルブは，ポペットの先端部とパワー・ピストンのシート部に接した部分で，A・B両室

の間を開閉する。また，内側の工ア・バルブは，バルブ・プランジャのシート部に接した

部分で，B室と大気との間を開閉する。なお，ブレーキ・ペダルを踏まないときは，バ

キューム ・バルブは開き , 工ア ・ バルブは閉じている。

解説
かいせつ

解答は、（1）バキューム・バルブはポペットとパワー･ピストン
かいとう　　　　　　　　　

次のページに続きます！
つぎ　　　　　　　　　　つづ

！ビデオ解説！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんたんぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　　　せっ

　ぶぶん

　しんくうしきせいどうばいりょくそうち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きこう　　ふた　　　　　　　　こうせい

　せっ　　　ぶぶん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と  

  ひら

しんくうしきせいどうばいりょくそうち　　　　　ず　　　　　　　　　　　　こうぞう　　　　　　　　　　　あつりょくさ　　　　　　はっせい

　　　　　　　　　　　　　　なが　　　　 き　　　か　　　　　　　　　　きこう　　　　　　　　　　はんりょく　  ふ　　　ごた　　　　　　え

　　　　　　きこう　　　　　　　　こうせい　　　　　　　　　　　もんだい　　ず　　　　　　　　　　　　　　　しめ　　　　　　　　　　　　せんたんぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうしんえんじょう　　はいち　　　　　　　　　　　　そとがわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんたんぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　　せっ　　　  ぶぶん　　　　　　　　　りょうしつ

　　あいだ　　かいへい　　　　　　　　　うちがわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　　せっ

ぶぶん　　　　　　しつ　　　たいき　　　　あいだ　　かいへい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら　　　　　　　　　　　　　　　　　　とじ

もんだい　　　　しんくううしきせいどうばいりょうくそうち  　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　

  ず　　しめ　　しんくううしきせいどうばいりょうくそうち　かん　　　　きじゅつ　　　　　　　　てきせつ　　　　　　　つぎ

パワー・ピストン

バルブ・オペレーティング・ロッド

（ポペットの先端部）

バルブ・プランジャ

バルブ・プランジャ・ストップ・キー

パワー・ピストン

バキューム・バルブ

（ポペットの先端部）

バルブ・プランジャ
B室

ポペット

エア・バルブ

図A
ず



バルブ・プランジャバルブ・プランジャ

B室B室

A室A室

バルブ・ブランジャ・
ストプ・キー
バルブ・ブランジャ・
ストプ・キー

エア・バルブエア・バルブ

バルブ・
リターン・スプリング
バルブ・
リターン・スプリング

バルブ・
オペレーティング・ロッド
バルブ・
オペレーティング・ロッド

バキューム・バルブバキューム・バルブ
通気孔通気孔

ペダルを踏んでいないとき
　　　　　　　　 ふ

バキューム・バルブ開
ひらく

エア・バルブ閉
とじる

A 室もB室も負圧の状態。
しつ　　　　　　しつ　　　ふあつ　　　　じょうたい

バルブ・プランジャバルブ・プランジャ

B室B室

バルブ・ブランジャ・
ストプ・キー
バルブ・ブランジャ・
ストプ・キー

エア・バルブエア・バルブ

ポペットポペット

バルブ・
リターン・スプリング
バルブ・
リターン・スプリング

リアクション・ディスクリアクション・ディスク

ペダルをさらに踏んだとき②
　　　　　　　　 ふ

エア・バルブ開
ひらく

バキューム・バルブ閉
とじる

大気がB室に流れパワー・ピストンを境に
圧力差が生まれる。A室は負圧、B室は大気圧
となりパワーピストンは押され、
ブレーキ・ペダルの力をアシストする。

たいき　　　　　  しつ　　なが 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さかい

あつりょくさ　　 う　　　　　　　　　　 しつ　　 ふあつ　　　　 しつ　　 たいきあつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お

A室A室

バルブ・プランジャバルブ・プランジャ

エア・バルブエア・バルブ

バルブ・
リターン・スプリング
バルブ・
リターン・スプリング

ポペットポペット

バルブ・
オペレーティング・ロッド
バルブ・
オペレーティング・ロッド

バキューム・バルブバキューム・バルブ
パワー・ピストンパワー・ピストン通気孔通気孔

ペダルを踏んだとき①
　　　　　　　　 ふ

エア・バルブ閉
とじる

バキューム・バルブ閉
とじる

A 室もB室は遮断。負圧のまま。
しつ　　　　　　しつ　　　しゃだん　 　　ふあつ

A室A室

B室B室
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つうきこう

しつ

しつ

しつ

しつ

しつ

しつ

つうきこう



問題13  ベアリング

べアリングに関する記述として，不適切なものは次のうちどれか。

(1) 半割り形プレーン・べアリングは，クランクシャフトなどに用いられており，

　　　ラジアル方向 (軸と直角方向 )に力を受ける。

(2) アンギュラ・べアリングには，ボール型，テーパ (円すい状 )・ローラ型などがあり，

　　　アクスル， ディファレンシャルなどに用いられている。

(3) ローリング・ベアリングは，一般的にプレーン・べアリングに比べて摩擦が著しい。

(4) スラスト・べアリングには，ボール型， ニードル・ローラ型などがあり，

　　　トランス・ミッションなどに用いられている。

（１）　右図は，プレーン・ベアリングを示しており，

　　  高負荷のかかるエンジンのクランク・シャ

　　  フトなどに用いられており，面接触による

　　  摩擦型のベアリングである。

（２）　右図のベアリングは，ボール型，ローラ型の

　　  ベアリングを示しており，円滑な回転が得

　　  られ，負荷のかかる動力伝達装置などに用

　　  いられている。

（３）　右図のベアリングは，ボール型，ローラ型と

　　  同様に摩擦が少ない回転型のベアリング

　　  を示しており，高負荷のかかるエンジンの

　　  クランク・シャフトなどに用いられている。

（４）　右図は，軸方向の荷重を受けることができ

　　  るスラスト・ベアリングであり，トランスミッ

　　  ションなどに用いられている。

解説
かいせつ

解答は、（3）ローリング・ベアリングは，摩擦が少ない
かいとう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさつ　　　 すく

！ビデオ解説！ 　　　　　　  うず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめ

　　　　　　　こうふか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めんせっしょく

　　　　　　まさつがた

　　　　　　 うず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がた　　　　　　　がた

　　　　　　　　　　　　　　　　  しめ　　　　　　　　　えんかつ　　かいてん　  え

　　　　　　　　　　　ふか　　　　　　　　　　どうりょくでんたつそうち　　　　　　もち

　　　　　　 うず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がた　　　　　　　がた

　　　　　　どうよう　　　まさつ　　すく　　　　　かいてんがた

　　　　　　　しめ　　　　　　　　　　こうふか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もち

　　　　　　 うず　  　　　じくほうこう　　　かじゅう　　う

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　もち

  はんわ　　がた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  もち

　　　　　　　　ほうこう　　　じく　　ちょっかくほうこう　　　 ちから　う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 がた　　　　　　　　　えん　　　　じょう　　　　　　　　がた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いっぱんてき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くら　　　　　まさつ　　 いちじる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がた　　　　　　　　　　　　　　　　　がた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 もち

もんだい　　　　 　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　

  　　　　　　　　　　かん　　　　きじゅつ　　　　　　ふてきせつ　　　　　　　　つぎ
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つば付半割り形
プレーン・ベアリング

ブッシュ半割り形
プレーン・ベアリング

ボール型

ボール型

ボール型

ニードル・ローラ型

ニードル・ローラ型

シリンドリカル・
ローラ型

テーパ・ローラ型



問題14  プライヤ

プライヤの種類と構造・機能に関する記述として，不適切なものは次のうちどれか。

(1) バイス・グリップ (ロッキング・プライヤ )は，二重レバーによってつかむ力が

　　　非常に強く，しゃこ万力の代用として使用できる。

(2) ペンチ (カッティング・プライヤ )は，支点の穴を変えることによってロの開きを

　　　大小二段にできるので，使用範囲が広い。

(3) ラジオ・ペンチは，口先が非常に細く，ロの側面に刃をもっており，狭い場所の

　　　作業に便利である。

(4) ニッパは，刃が斜めで刃先が鋭く，細い針金の切断や電線の被覆をむくのに

　　　用いられる。

(1）　バイス・グリップ (ロッキング・プライヤ )は，二重レバーによってつかむ力が非常に強く，しゃ

　　  こ万力やパイプ・レンチの代用として使用できる。

　　  なお，この他に次のような種類がある。

　　  《コンビネーション・プライヤ》

　　  支点の穴を変えることによって，ロの開きを大小二段にできるので，使用範囲が広い。

　　  《ロング・ノーズ・プライヤ》

　　  口先が細くなっており，狭い場所の作業に便利である。

　　  《ウォータ・ポンプ・プライヤ》

　　  支点の穴の位置が数段階に変えられるので，コンビネーション・プライヤに比べて使用範囲が

　　  広く，主にホース類の取り外しに用いられる。

(2）　ペンチ (カッティング・プライヤ )は，主に銅線や鉄線などを切断するのに用いられる。

(3）　ラジオ・ペンチは，口先が非常に細く，ロの側面に刃をもっており，狭い場所の作業に便利で

　　  ある。

(4）　ニッパは，刃が斜めで刃先が鋭く，細い針金の切断や電線の被覆をむくのに用いられる。

解説
かいせつ

解答は、（2）二段切り替えは，コンビネーション･プライヤ
かいとう　　　　　　　　　にだんき　　　　か

！ビデオ解説！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にじゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちから

 ひじょう　　 つよ　　　　　　　　まんりき　　　だいよう　　　　　　しよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してん　　　あな　　か　　　　　　　　　　　　　　　くち　　ひら

　だいしょうにだん　　　　　　　　　　　　　　しようはんい　　　ひろ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　くちさき　　ひじょう　　ほど　　　くち　　そくめん　　  は　　　　　　　　　　　　 せま　　　ばしょ

　さぎょう　　　べんり

　　　　　　　　　は　　  なな　　　　 はさき　　するど　　 ほそ　　はりがね　　 せつだん　　でんせん　　ひふく

 もち　

もんだい　　　　　  　　　　　　　　

  　　　　　　　　　しゅるい　　こうぞう　　きのう　　 かん　　　　きじゅつ　　　　　　　ふてきせつ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にじゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちから　　ひじょう　　　つよ

　　まんりき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいよう　　　　　　　しよう

　　　　　　　　　　　ほか　　つぎ　　　　　　　　　しゅるい

　

してん　　　　　あな　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くち　　　ひら　　　　　　だいしょういだん　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようはんい　　　  ひろ

くちさき　　　ほそ　　　　　　　　　　　　　　　せま　　　ばしょ　　　　さぎょう　　　 べんり

　

してん　　　　 あな　　　　いち　　　　すうだんかい　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くら　　　　　　　しようはんい

ひろ　　　　おも　　　　　　　　　るい　　　と　　　はず　　　　　もち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも　　　どうせん　　　てっせん　　　　　　　　せつだん　　　　　　　　　もち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くちさき　　　　ひじょう　　　ほそ　　　 くち     　 そくめん　　　は　　　　　　　　　　　　　　　せま　　　ばしょ　　　　　さぎょう　　　べんり

　　　　　　　　　　　は　　なな　　　　　　はさき　　　 するど　　　ほそ　　　はりがね　　　せつだん　　　でんせん　　　ひふく　　　　　　　　　　　　もち


